
所長室の窓外より聞こえくる虫の音に、しだいに秋の気配を感じる頃となりました。
夏号のお届けが遅くなりました事、お詫び申し上げます。長期の事業（７泊８日と８泊９日）
を２本実施しましたので、赤城青少年交流の家では、あっという間に夏が終わった気がします。

また、夏休み期間中に沢山の方にご利用頂き、ありがとうございました。
８月は、群馬テレビさんのご協力を得て、３日・７日・２２日は、「限界突破キャンプ」。

１３日は、「自然体験のススメ」が放映されました。この後２７日には、「ササビー広場オー
プン」が放映される予定です。

秋には、「ササビー広場」で園児たちが遊ぶ姿をお届けしたいと考えています。楽しみにお
待ちください。

所長 松村 純子

国立赤城青少年交流の家ニュースレターvol.4３【季刊誌】

夏号
2019

消費税引上げに伴う施設使用料金等改定のお知らせ

10月1日から予定されている消費税率の１０％への引上げに伴い、当施設使用
料金等の改定を行う予定です。具体的な料金につきましては、追ってお知らせ致し
ますので、ご理解の上、ご協力くださいますようお願い申し上げます。

『夏の終わりに・・・』
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赤城山登山

国立赤城青少年交流の家 https://akagi.niye.go.jp/
TEL: 027-289-7224   FAX: 027-289-7226
〒371-0101 群馬県前橋市富士見町赤城山27  E-mail:akagi@niye.go.jp

【タイトルの「カラゴロリ」は、赤城名物の“からっ風”と雷の“ゴロゴロ”に由来します】

親子キャンプ
～ササビーと遊ぼう～

８月３日（土）～１０日（土）に「限界突
破キャンプ」を実施しました。赤城山と榛名
山を舞台に、登山、テント設営、野外炊事、
寝袋での就寝など、７泊８日の日程で自然や
仲間と触れ合いながら体験活動を行いました。
参加者からは「１週間で９つの山を登ること
ができて、自分の自信になりました。」「ど
んなに辛いことでも仲間と共に乗り切ること
の大切さを学びました。」「このキャンプで
は、忘れることのできない人生の宝物を得る
ことができました。」等の声がありました。

（田村）
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全身を動かして遊ぶことの楽しさを味わい、
パパママ交流会で悩みも解消！？

幼児を含む親子を対象に、「親子キャンプ～サ
サビーと遊ぼう～」を開催します。親子で一緒に
全身を動かして運動遊びを行います。また、自然
散策や赤城山のハイキングも行います。夜には、
保護者向けの座談会も予定しています。スポーツ
の秋、体を動かす秋、赤城の秋！是非、お申し込
みください。（福岡）

日 程：１０月１９日（土）～２０日（日）
対 象：幼児を含む家族
募集開始：９月中頃を予定（ホームページを随時

確認ください）

【スタッフコラム】

～職員オススメ！ＴＨＩＳ ＩＳ ＡＫＡＧＩ ！！～

【体験ノススメ】
あかぎでこんなことができる！

交流の家の食堂はビュッフェ形式で、美
味しく、栄養満点。おすすめなのが、朝食
の赤城名物「おかゆ」。醤油、ラー油、ポ
ン酢、高菜で、お好みのおかゆにカスタマ
イズ可能！是非、赤城に泊まって、朝食に
「おかゆ」をどうぞ♪（福岡）
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告知！報告

限界突破キャンプ
赤城山・榛名山を登り切りました！

交流の家の背後にそびえる

赤城山は、登山家で作家の故・深田久弥

が選んだ「日本百名山」のひとつです。

つどいの広場からよく見える鍋割山

（1,332ｍ）のほか、見晴らしのよい地

蔵岳（1,674ｍ）や最高峰の黒檜山

（1,827ｍ）への登山が人気です。大沼

や小沼、覚満淵といった湖沼の周りでは

ハイキングも楽しめるので、体力に合っ

たコースがきっと見つかります。交流の

家から大沼へは車で約30分。登山・ハイ

キングのベースとして、交流の家をぜひ

ご利用ください。（山川）
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